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(57)【要約】
【課題】対物レンズのレンズ面に塵埃が付着するのを防
止する。
【解決手段】内視鏡先端部に、固体撮像素子１８及び対
物光学系を設ける。固体撮像素子１８の後方に、ケーブ
ル１７の一端１７Ａを配置する。ケーブル１７は、信号
線５５をシールド５６で包囲して構成する。対物光学系
は可動レンズ群２８を備え、可動レンズ群２８の各レン
ズのレンズ面に導電膜を被覆する。それらレンズ面を、
レンズ枠３３、３４、対物枠２４、及び撮像素子ホルダ
５０を介してシールド５６に電気的に導通する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡先端部に設けられた固体撮像素子と、
　前記内視鏡先端部に設けられ、前記固体撮像素子の撮像面に被写体像を結像させる対物
光学系と、
　前記固体撮像素子で得られた画像信号を伝送する信号線と、
　前記信号線を囲むように配置されるシールドとを備え、
　前記対物光学系の少なくとも１つのレンズのレンズ面は、導電性を有するとともに、前
記シールドに電気的に導通されることを特徴とする電子内視鏡。
【請求項２】
　前記固体撮像素子を保持し、導電性を有する撮像素子ホルダを備え、
　前記レンズ面は、前記撮像素子ホルダを介して前記シールドに電気的に導通されること
を特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項３】
　前記固体撮像素子は、前記対物光学系の後方に配置されるとともに、前記撮像素子ホル
ダは、その後方側の端部に第１の切り欠きが設けられ、
　前記シールドは複数のシールド線から構成され、
　前記シールドの端部は、前記複数のシールド線の少なくとも一部が束ねられて前記第１
の切り欠き内部に配置され、かつ前記撮像素子ホルダに電気的に導通されることを特徴と
する請求項２に記載の電子内視鏡。
【請求項４】
　前記シールドの端部は、前記第１の切り欠き内部に充填された導電性ろう材によって、
前記撮像素子ホルダに固定されることを特徴とする請求項３に記載の電子内視鏡。
【請求項５】
　前記固体撮像素子に接続される前記信号線の端部を囲むシールドパイプを備え、
　前記シールドパイプの後方側の端部に第２の切り欠きが設けられ、
　前記シールドの端部は、前記第２の切り欠き内部を介して前記第１の切り欠き内部に配
置されるとともに、前記シールドパイプに電気的に導通されることを特徴とする請求項３
に記載の電子内視鏡。
【請求項６】
　前記シールドの端部は、前記第１及び２の切り欠き内部に充填された導電性ろう材によ
って、前記撮像素子ホルダ及びシールドパイプに固定されることを特徴とする請求項５に
記載の電子内視鏡。
【請求項７】
　前記レンズを保持し、導電性を有するレンズ枠を備え、
　前記レンズ面は、前記レンズ枠を介して前記シールドに電気的に導通されることを特徴
とする請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項８】
　前記レンズ枠を内部に収納する対物枠と、
　前記対物枠の外周側に回転可能に配置され、かつ回転することにより前記レンズ枠を光
軸方向に移動させるカム筒とをさらに備え、
　前記レンズ面は、さらに前記対物枠を介して前記シールドに電気的に導通されることを
特徴とする請求項７に記載の電子内視鏡。
【請求項９】
　前記内視鏡先端部に設けられた孔の内部に、前記対物枠及び前記カム筒が配置され、
　前記対物光学系は、前記対物枠の先端に保持され、かつ少なくとも一部が前記対物枠の
先端よりも前方側に突出し、前記孔の先端に配置されるカバーレンズを備え、
　前記電子内視鏡は、前記カバーレンズの外周側に配置されるキャップと、前記キャップ
と前記カバーレンズの間の隙間に充填される封止材とを備え、
　前記孔の先端が、前記カバーレンズ、キャップ、及び封止材によって密閉されるととも
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に、これらカバーレンズ、キャップ、及び封止材は絶縁体で形成されることを特徴とする
請求項８に記載の電子内視鏡。
【請求項１０】
　前記レンズ面は、光透過性を有する導電膜によって被覆されることを特徴とする請求項
１に記載の電子内視鏡。
【請求項１１】
　前記レンズを保持するレンズ枠を備え、
　前記レンズ枠の表面に、塵埃を付着させるための粘着剤が設けられることを特徴とする
請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項１２】
　内視鏡先端部に設けられた固体撮像素子と、
　前記内視鏡先端部に設けられ、前記固体撮像素子の撮像面に被写体像を結像させる対物
光学系と、
　前記固体撮像素子で得られた画像信号を伝送する信号線を含むケーブルとを備え、
　前記対物光学系の少なくとも一部のレンズのレンズ面は、前記ケーブルを介してグラン
ドに電気的に導通されることを特徴とする電子内視鏡。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡先端部に対物光学系や、固体撮像素子を備える電子内視鏡に関し、特
に対物光学系の少なくとも一部のレンズが光軸方向に移動して、被写体を拡大観察するこ
とが可能な拡大内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡先端部に設けられた対物光学系を、光軸方向に移動させることにより、被
写体を拡大観察可能な拡大内視鏡が知られている。拡大内視鏡では、内視鏡の先端部に設
けられるレンズユニット等が組み立てられるとき、その内部に塵埃が入ることがある。レ
ンズユニット内部に入り込んだ塵埃は、通常除去することが難しく内部に滞留したままと
なり、静電気によってレンズ表面に付着することがある。レンズ表面に塵埃が付着すると
、塵埃の影が画像上に映り込んで画質低下が引き起こされるおそれがある。
【０００３】
　そのため、従来、レンズユニット等は、内部に塵埃が入り込まないように、クリーンル
ーム等で組み立てられることがある。また、光学ユニットを内視鏡先端部に組み込むとき
にユニット内部に塵埃が混入しないように、固体撮像素子と、カバーガラスを含む対物光
学系とを、内部が密閉された一つの光学ユニットに、予め組み立てておく方法も知られて
いる（特許文献１参照）。
【０００４】
　しかし、特許文献１の方法では、光学ユニットを組み立てるときに、ユニット内部に塵
埃が混入されるおそれがあり、十分に塵埃の混入を防止できるわけではない。また、拡大
内視鏡は、レンズ移動時に潤滑材が剥がれ落ちたり、摩耗粉が発生したりして、使用時に
比較的塵埃が発生しやすい傾向にある。したがって、光学ユニット内部を密閉したり、レ
ンズユニットをクリーンルーム内で組み立てたりしても、レンズ表面に塵埃が付着するこ
とを十分に防止できない。
【０００５】
　さらに、デジタルカメラでは、撮像素子の前方に設けられた光学素子が振動させられる
ことにより、光学素子表面に塵埃が付着されることが防止される機構が知られている（特
許文献２参照）。しかし、内視鏡先端部は、体内に挿入されるためにその径は可能な限り
細くする必要があり、上記機構を内視鏡先端部に取り付けるのは実用的ではない。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１０－２１１１６７号公報
【特許文献２】特開２００８－５３８４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで、本発明は、特別な機構を設けることなく、またレンズユニットをクリーンルー
ムで組み立てなくても、対物レンズのレンズ面に塵埃が付着することを防止し、塵埃によ
る画質低下が起こりにくい電子内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る電子内視鏡は、内視鏡先端部に設けられた固体撮像素子と、内視鏡先端部
に設けられ、固体撮像素子の撮像面に被写体像を結像させる対物光学系と、固体撮像素子
で得られた画像信号を伝送する信号線と、信号線を囲むように配置されるシールドとを備
え、対物光学系の少なくとも１つのレンズのレンズ面は、導電性を有するとともに、シー
ルドに電気的に導通されることを特徴とする。
【０００９】
　電子内視鏡が、固体撮像素子を保持し導電性を有する撮像素子ホルダを備える場合、上
記レンズ面は、撮像素子ホルダを介してシールドに電気的に導通されることが好ましい。
シールドは例えば、複数のシールド線から構成される。また固体撮像素子は、対物光学系
の後方に配置される。
【００１０】
　撮像素子ホルダは、例えば、その後方側の端部に第１の切り欠きが設けられる。シール
ドの端部は、複数のシールド線の少なくとも一部が束ねられて第１の切り欠き内部に配置
され、撮像素子ホルダに電気的に導通されることが好ましい。この場合、例えば、シール
ドの端部は、第１の切り欠き内部に充填された導電性ろう材によって、撮像素子ホルダに
固定される。
【００１１】
　電子内視鏡は、さらに固体撮像素子に接続される信号線の端部を囲むシールドパイプを
備えていても良い。シールドパイプの後方側の端部には、例えば第２の切り欠きが設けら
れる。この場合、シールドの端部は、第２の切り欠き内部を介して第１の切り欠き内部に
配置されるとともに、シールドパイプに電気的に導通されることが好ましい。そして、シ
ールドの端部は、第１及び２の切り欠き内部に充填された導電性ろう材によって、撮像素
子ホルダ及びシールドパイプに固定されていたほうが良い。
【００１２】
　電子内視鏡は、レンズを保持し、導電性を有するレンズ枠を備えていたほうが良い。こ
の場合、レンズ面は、レンズ枠を介してシールドに電気的に導通されることが好ましい。
さらに電子内視鏡は、レンズ枠を内部に収納する対物枠と、対物枠の外周側に回転可能に
配置され、かつ回転することによりレンズ枠を光軸方向に移動させるカム筒とを備えてい
ても良い。この場合、レンズ面は、さらに対物枠を介してシールドに電気的に導通される
ことが好ましい。
【００１３】
　上記対物枠及びカム筒は例えば、内視鏡先端部に設けられた孔の内部に配置される。こ
の場合、対物光学系は、対物枠の先端に保持され、かつ少なくとも一部が対物枠の先端よ
りも前方側に突出し、孔の先端に配置されるカバーレンズを備えるとともに、電子内視鏡
は、カバーレンズの外周側に配置されるキャップと、キャップとカバーレンズの間の隙間
に充填される封止材とを備えていても良い。そして、上記孔の先端は、カバーレンズ、キ
ャップ、及び封止材によって密閉されるとともに、これらカバーレンズ、キャップ、及び
封止材は絶縁体で形成されることが好ましい。
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【００１４】
　上記レンズ面は、光透過性を有する導電膜によって被覆されたほうが良い。また、電子
内視鏡が、レンズを保持するレンズ枠を備える場合、レンズ枠の表面に、塵埃を付着させ
るための粘着剤が設けられたほうが良い。
【００１５】
　本発明に係る電子内視鏡は、内視鏡先端部に設けられた固体撮像素子と、内視鏡先端部
に設けられ、固体撮像素子の撮像面に被写体像を結像させる対物光学系と、固体撮像素子
で得られた画像信号を伝送する信号線を含むケーブルとを備え、対物光学系の少なくとも
一部のレンズのレンズ面は、ケーブルを介してグランドに電気的に導通されることを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明においては、対物光学系のレンズ面における帯電が防止されることにより、レン
ズ面への塵埃の付着が低減され、塵埃による画質低下が起こりにくくなる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態に係る電子内視鏡を示す模式図である。
【図２】ズーム撮像ユニットを示す断面図である。
【図３】ケーブルを模式的に示す断面図である。
【図４】ズーム撮像ユニットを後方側から見た斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しつつ説明する。
　図１は、本発明の一実施形態に係る電子内視鏡の概略図である。図１に示すように、電
子内視鏡１０は、体内に挿入される挿入部１１と、電子内視鏡１０を操作するために使用
者によって把持される操作部１５とを備える。挿入部１１は、可撓性を有する可撓管１２
と、可撓管１２の先端に連結され、操作部１５からの遠隔操作により屈曲する湾曲部１３
と、その湾曲部１３の先端に設けられた内視鏡先端部１４とを備える。操作部１５は、ユ
ニバーサルコード１６を介して不図示のプロセッサに接続される。
【００１９】
　電子内視鏡１０の内部には、ケーブル１７、トルク伝達部材３９が挿入されている。ケ
ーブル１７は、その内部に後述する信号線を含み、先端部１４から湾曲部１３、可撓管１
２、操作部１５、ユニバーサルコード１６を通って、プロセッサ（不図示）まで延ばされ
ている。トルク伝達部材３９は、先端部１４から操作部１５まで延ばされている。先端部
１４には、ズーム撮像ユニット４５が設けられ、電子内視鏡１０は、被写体を拡大観察す
ることが可能な拡大内視鏡である。
【００２０】
　図２は、ズーム撮像ユニットの構造を示す要部拡大側面図である。ズーム撮像ユニット
は、保持枠ユニット３０の内部に対物光学系や、固体撮像素子１８等が収納されて構成さ
れる。対物光学系は、カバーレンズ２６、固定レンズ２７、及び可動レンズ群２８で構成
される。なお、図２において、対物光学系の光軸Ｘより上側の部分は通常観察時の状態を
、下側の部分は拡大観察時の状態を示す。
【００２１】
　保持枠ユニット３０は、先端側に設けられた略円筒状のケース２２と、ケース２２の内
周側に配置され、対物光学系を保持する円筒状の対物枠２４と、ケース２２及び対物枠２
４の後端に接続され、固体撮像素子１８を保持する撮像素子ホルダ５０とが一体となって
構成される。内視鏡先端部１４は、湾曲部１３（図１参照）の先端に連設された硬性の先
端部本体２０を備え、先端部本体２０には、対物光学系の光軸方向に沿って孔２１が設け
られる。保持枠ユニット３０は、孔２１の内部に嵌挿され、先端部本体２０に固定される
。
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【００２２】
　対物枠２４は、ケース２２と一定の距離を空けて内周側に同軸的に配置される。対物枠
２４の先端は、ケース２２の先端よりも前方側に突出する。そして、その突出する部分の
基部は、径が大きくなり大径部２４Ｘとしてケース２２の先端の内周面に接続される。ケ
ース２２と対物枠２４の間、すなわち対物枠２４の外周側には、円筒状のカム筒２３が、
対物枠２４と同軸的に配置される。カム筒２３は、その周方向に回転可能であるとともに
、大径部２４Ｘ及び撮像素子ホルダ５０の先端の間に挟み込まれ、軸方向の移動は規制さ
れる。
【００２３】
　対物枠２４の先端の内部には、前方側から順に、カバーレンズ２６、固定レンズ２７が
保持される。カバーレンズ２６は、その一部が対物枠２４の先端よりもさらに前方に突出
する形状を有する。カバーレンズ２６の外周側には、円環状の樹脂製キャップ２５が配置
される。キャップ２５及びカバーレンズ２６は、孔２１の先端に配置され、先端部本体２
０とともに、先端部１４の端面を構成する。
【００２４】
　キャップ２５は、対物枠２４の先端と孔２１の内周面との間に嵌め込まれて固定される
。キャップ２５の内周面と、カバーレンズ２６の前方に突出した部分の外周面との間には
、隙間があり、その隙間には接着剤により構成される封止材２９が充填される。これによ
り、孔２１の先端は、カバーレンズ２６、キャップ２５、及び封止材２９によって密閉さ
れる。カバーレンズ２６、キャップ２５、及び封止材２９は、絶縁体で形成され、後述す
るように導電性を有する対物枠２４等から、先端部１４の端面を介して、体内に漏電する
ことが防止される。
【００２５】
　可動レンズ群２８は、固定レンズ２７の後方において、前方レンズ群３１と、後方レン
ズ群３２とに分けて配置される。対物枠２４の内部には、前方レンズ群３１を内部に保持
する前方レンズ枠３３、及び後方レンズ群３２を内部に保持する後方レンズ枠３４が、前
方側から順に配置される。これらレンズ枠３３、３４は、その外周面が対物枠２４の内周
面に接触し、光軸方向に移動可能なように対物枠２４によって保持される。前方レンズ枠
３３、後方レンズ枠３４、対物枠２４、及び撮像素子ホルダ５０は、金属等で形成され導
電性を有する。
【００２６】
　各レンズ群３１、３２のレンズ面（すなわち、レンズ群３１、３２を構成する各レンズ
の前面３１Ａ、３２Ａ及び背面３１Ｂ、３２Ｂ）は、ＩＴＯ（インジウムスズ酸化物）や
、単層ナノチューブなどで形成される光透過性の導電膜によって被覆され、導電性を有す
る。また、レンズ面に親水性のコーティングをした後、適度な湿度を与え表面の水成分を
導電膜としても良い。
【００２７】
　なお、本実施形態では、前方レンズ群３１が２つのレンズ、後方レンズ群３２が１のレ
ンズから構成されるが、レンズ群３１、３２それぞれは、１つ以上のレンズから構成され
れば、いくつのレンズから構成されていても良い。また、前方レンズ群３１の前方（前方
レンズ群３１の前方側のレンズの前面３１Ａ上）には、絞り３６が配置される。
【００２８】
　対物枠２４には光軸方向に沿って延びる前方溝２４Ａ及び後方溝２４Ｂが形成されてい
る。カム筒２３には、前方溝２４Ａ及び後方溝２４Ｂそれぞれに重なるように配置され、
かつ光軸方向に対して傾斜する前方カム溝２３Ａ、後方カム溝２３Ｂが形成される。前方
溝２４Ａ及び前方カム溝２３Ａには、前方レンズ枠３３に固定される前方カムピン３５Ａ
が挿入されるとともに、後方溝２４Ｂ及び後方カム溝２３Ｂには、後方レンズ枠３４に固
定される後方カムピン３５Ｂが挿入される。
【００２９】
　レンズ枠３３、３４の内周面の一部や、レンズ枠３３、３４の前面や背面は、レンズを
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保持しておらず、外部に露出する部分がある。本実施形態では、そのレンズ枠３３、３４
の露出する部分の少なくとも一部に、粘着剤６５が塗布される。粘着剤６５は、対物枠２
４の内部の塵埃を付着させて除去するものである。本実施形態では、粘着剤６５は、前方
レンズ枠３３の前面、及び前方レンズ枠３３の内周面であって前方レンズ群３１よりも後
方側の部分、並びに後方レンズ枠３４の内周面であって、後方レンズ群３２よりも前方側
及び後方側の部分に塗布される。
【００３０】
　すなわち本実施形態において粘着剤６５は、各レンズ枠３３、３４の表面であって、各
レンズ群３１、３２よりも前方側の部分及び後方側の部分のいずれにも塗布される。なお
、粘着剤６５は、前方レンズ群３１のようにレンズ群が複数のレンズで構成される場合、
そのレンズ群を構成する各レンズの間の部分には、塗布されなくて良い。各レンズ群にお
けるレンズの間の部分は、密閉されて塵埃が混入されにくく、またレンズ移動により塵埃
が発生にくいからである。ただし粘着剤６５は、塵埃を除去できれば、その塗布される位
置は、特に限定されない。
【００３１】
　カム筒２３の後端部の外周には従動ギヤ３７が設けられ、その従動ギヤ３７には駆動ギ
ヤ３８が噛み合わされる。駆動ギヤ３８は、トルク伝達部材３９によって、内視鏡の操作
部に設けられたモータ（不図示）に接続される。駆動ギヤ３８は、モータ駆動によりトル
ク伝達部材３９を介して回転される。駆動ギヤ３８の回転によりカム筒２３が回転すると
、カムピン３５Ａ、３５Ｂがレンズ枠３３、３４とともに光軸方向に沿って移動する。こ
れにより、レンズ群３１、３２は光軸方向に移動させられる。
【００３２】
　撮像素子ホルダ５０には、光軸方向に平行に貫通された第１及び第２の孔５０Ａ、５０
Ｂが設けられる。第２の孔５０Ｂの内部には、トルク伝達部材３９が挿入される。第１の
孔５０Ａは、対物枠２４の内部空間に連通する孔であって、第１の孔５０Ａ内部、すなわ
ち対物光学系の後方には、固体撮像素子１８が配置される。固体撮像素子１８の撮像面１
８Ａは、前方を向くように配置される。
【００３３】
　対物光学系は、撮像面１８Ａに被写体像を結像させるとともに、上記したように可動レ
ンズ群２８を光軸Ｘに沿って移動させることにより、被写体像を撮像面１８Ａ上に拡大し
て結像させることが可能である。固体撮像素子１８は、撮像面１８Ａ側にカバーガラス５
２が取り付けられるとともに、その背面側に、固体撮像素子１８の駆動回路等が実装され
た回路基板５３が設けられる。回路基板５３のさらに後方には、ケーブル１７の一端１７
Ａが配置されている。
【００３４】
　図３に示すように、ケーブル１７は、複数の信号線５５が束ねられた信号線束５５Ａと
、信号線束５５Ａの外周を取り囲むシールド５６と、シールド５６の外周に被覆されたケ
ーブル外皮５７とから構成される。シールド５６は、例えば複数の細線のシールド線が網
状にされ、又は複数の細線のシールド線が引き揃えられたうえで、信号線束５５Ａの外周
を包囲する。
【００３５】
　図２に示すように、ケーブル１７の一端１７Ａは、ケーブル外皮５７が取り除かれてお
り、各信号線５５の一端及びシールド５６の一端はケーブル外皮５７から外部に露出する
。そして、その露出した各信号線５５の一端は、回路基板５３の所定の端子に接続される
。また、シールド５６の一端は、少なくとも一部のシールド線が束ねられ、かつ僅かに撚
られてグランド束５８に形成される。グランド束５８は、光軸方向に対して略垂直に、信
号線５５から分岐するように延在する。
【００３６】
　ケーブル１７の他端は、プロセッサ（不図示）の内部に配置される。プロセッサ内部に
は、商用電源とは絶縁回路（不図示）を介して絶縁された、信号処理手段を含む患者回路
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（不図示）が設けられる。各信号線５５の他端は、患者回路に接続され、固体撮像素子１
８で得られた画像信号は、信号線５５を介して信号処理手段に伝送されるとともに、患者
回路から固体撮像素子１８に駆動信号が出力される。信号処理手段で画像信号は、所定の
画像処理が施された上で、動画又は静止画としてモニタ（不図示）上に表示され、或いは
メモリに保存される。また、シールド５６の他端は、プロセッサにおいて患者回路のグラ
ンドに接続され、これによりシールド５６はグランド線となる。
【００３７】
　固体撮像素子１８、回路基板５３、及びケーブル１７の一端１７Ａは、封止樹脂６０の
内部に埋設され一体にされる。封止樹脂６０の外周には絶縁テープ（不図示）が巻かれ、
その絶縁テープが巻かれた封止樹脂６０は、断面方形又は矩形に形成されたシールドパイ
プ５１の内部に嵌挿される。
【００３８】
　また、シールドパイプ５１の外周には、さらに絶縁テープ（不図示）が巻かれ、その絶
縁テープが巻かれたシールドパイプ５１は、撮像素子ホルダ５０の内部に嵌挿されて固定
される。以上の構成により、固体撮像素子１８、回路基板５３、及びケーブル１７の一端
１７Ａは、封止樹脂６０及びシールドパイプ５１と一体となって、撮像素子ホルダ５０に
保持される。また、シールドパイプ５１の外周面と、撮像素子ホルダ５０の内周面の間は
、絶縁テープによって絶縁される。なお、この絶縁テープには、固体撮像素子１８を光軸
Ｘと位置合わせする役割がある。
【００３９】
　ここで、封止樹脂６０は、固体撮像素子１８からケーブル外皮５７の先端までを埋設し
、ケーブル外皮５７から突出した信号線５５の一端は、その全体が封止樹脂６０の内部に
埋設される。一方、グランド束５８は、その根元が封止樹脂６０の内部に埋設されるが、
その先端は、封止樹脂６０の外周面から突出して、封止樹脂６０の外部に配置される。
【００４０】
　図４に示すように、固体撮像素子ホルダ５０の後端部には、Ｕ字状又は略矩形の第１の
切り欠き６１が形成される。切り欠き６１は、ケーブル１７を挟み込むように、第２の孔
５０Ｂの反対側に配置される。また、シールドパイプ５１の後端部には、第１の切り欠き
６１と対応する位置に、第２の切り欠き６２が形成される。
【００４１】
　封止樹脂６０から突出するグランド束５８は、第２の切り欠き６２の内部を通って、そ
の先端が第１の切り欠き６１の内部に配置される。第１及び第２の切り欠き６１、６２の
内部には半田６３（図２参照）が充填され、これにより、グランド束５８は、半田６３を
介して固体撮像素子ホルダ５０及びシールドパイプ５１に固定され、かつ電気的に接続さ
れる。
【００４２】
　図２に示すように、シールドパイプ５１は、少なくとも回路基板５３及び信号線５５の
一端を取り囲み、その後端部はグランド束５８を介してシールド５６に接続される。これ
により、信号線５５や固体撮像素子１８の背面に配置された回路は、実質的にその全体が
、グランドに接続されたシールドパイプ５１及びシールド５６に包囲される。そのため、
信号線５５によって伝送される画像信号や駆動信号は、ノイズの影響を受けにくく、また
、信号線５５や固体撮像素子１８の回路から発するノイズが、他の部材に影響を及ぼすこ
とも防止される。
【００４３】
　以上のように本実施形態では、レンズ枠３３、３４は、その外周面が対物枠２４の内周
面に接触して配置されるとともに、対物枠２４の後端部が、撮像素子ホルダ５０の前端部
に接触して配置される。そのため、可動レンズ群２８の各レンズのレンズ面は、レンズ枠
３３、３４、対物枠２４、及び撮像素子ホルダ５０を介してシールド５６に電気的に導通
することとなる。したがって、可動レンズ群２８の各レンズ面は、患者回路のグランドに
電気的に接続され電位が安定するため、帯電が防止され塵埃の付着が低減される。また、
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対物枠２４内部に浮遊する塵埃は、粘着剤６５によって捕捉されるので、レンズ面への塵
埃の付着がより確実に低減される。
【００４４】
　そのため、本実施形態では、特別な機構が付加されることなく、また、ズーム撮像ユニ
ットや内視鏡先端部の組み立てがクリーンルーム等で行われなくても、塵埃による画質低
下を抑制することができる。
【００４５】
　なお、本実施形態では、可動レンズ群２８のレンズのみに、導電膜が被覆されたが、カ
バーレンズ２６の背面や、固定レンズ２７のレンズ面（前面ないし背面）にも導電膜が被
覆されても良い。また、可動レンズ群２８のレンズ面全てに、導電膜が被覆されなくても
良い。さらに、信号処理手段が例えば電子内視鏡（プロセッサに接続されるコネクタ等）
内部に配置される場合等においては、シールドの端部が電気的に導通されるグランド（患
者回路のグランド）は、電子内視鏡に配置されても良い。
【符号の説明】
【００４６】
　１０　電子内視鏡
　１４　内視鏡先端部
　１８　固体撮像素子
　１７　ケーブル
　２０　先端部本体
　２３　カム筒
　２４　対物枠
　２６　カバーレンズ
　２８　可動レンズ群
　３１Ａ、３２Ａ　前面（レンズ面）
　３１Ｂ、３２Ｂ　背面（レンズ面）
　５０　撮像素子ホルダ
　５５　信号線
　５６　シールド
　５８　グランド束
　６１　第１の切り欠き
　６２　第２の切り欠き
　６３　半田（導電性ろう材）
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